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宮崎県東臼杵部の大樹山ー帯は �, 外帯第三紀花嵐岩の活動に �i半う鉱化作用により生成した �5�1�1�-

�P�b�-�Z�P�A�S に富む接触 �, 熱水鉱床群が存在し �, これに伴い様々な珍しい鉱物がみいだきれ �, 我国

有数の鉱物産地として知られている一方 �,

花尚岩休中には局部的ではあるがベグマ安イ

ト平石英 �l止が派 �E�E しており �, 昭和 �3�0 年代 �, 高

千秘 �, 鹿川などにおいて盛んに窯業用に採掘
されたまた �, 鹿川鉱床では石英に伴われる

多量�;の電気石がホウ素鉱床として注目された

ことがある �( 山崎 �1�1�9�4�9�)�I 鉱物的には鉄電

気石平水晶の他 �, 鹿 �l�l�l 付近から �a�l�l�a�y�u�t�e�,

�E�a�d�o�l�1�T�l�i�t�e�,�c�a�s�S�I�t�e�d�t�e 〔足立 �, 私信
�)
鉾院

付近から �C�o�l�u�m�b�l�t�e�,�m�o�n�a�z�i�t�e
�(
附本 �,�1�9�9�4�)

の輩出が知られている �.
�1�9�9�0 年目著者のー人松田は北川町上祝子

�( かみほうり �) のベ �F マ �9 イトを調査し �,

�b�e�r�y�l�,�Z�i�r�c�o�n�. ェ �e�r�i�o�t�i�m�e�,�a�l�l�a�n�i�t�e�,�f�e�r�g�u�.

�s�o�t�i�l�t�e�l�g�a�d�o�l�1�I�1�i�t�e�,�i�l�m�e�R�I�t�e と共に黄褐色 �,

粒状�~短柱状集合体をなす不明鉱物を採集し
た。その後�,�X 線分析や �E�F�M�A による定性

分析実験を行った結果 �, 本邦初産の �h�y�d�r�o�.

�x�y�l�b�a�s�t�n�a�e�s�i�t�e�-�(�C�e�) であることが判明した

ので報告する

現地は大崩山の南東 �5�k�m に位置する林道

沿いのベグマタイトであり �, 四万十層群を貫

く新第三紀中新世の黒雲母花�1品岩休中 �( 大樹山

�1�9�9�2 年 �5 月 �1�6 日受理
本愛程県松山市久米窪田町

�H
宮崎県 �3�4�4 臼杵郡門川町西栄町

川宮崎県延岡市舞野町

�1�. はじめに

�1�6�J�f
鱒 �1 図九州における中新世花岡岩体の分布と

�h�v�d�o 町 �l�b�a�M�r�u�e�S�I�t�e�-�(�C�e�) の産地

黒色部花尚岩体
�1�: 尾平�,�2�. 大樹山 �,�3�: 尾鈴山 �,�4�; 市房山 �,

�5 紫尾 �1�l�l�,�6�: 高隈山 �,�7 ・野間岬 �,�S 両大�R�t
�q
屋久島 �,�B�I�T �L �:仏像構造組

�O�h�v�d�r�o�x�y�l�b�a�s�t�m�e�s�i�t�e�-�(�C�e�) の産地
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花嗣岩体
�j �tこ発達する �(第 �1 図 �j 幅 �2�mほどのベグマタイト脈が道路に斜交している現場は奥

行き �Z �5�m ほどの穴が開いているが �, ベグマタイトを採掘した記録はなく �l またかなり大きな水

晶の破片が見られたことから �,�1�4 道て事の時に見いだされた水品の採取目的で掘られたものと考
えられる

ところで�, 大樹山一帯には花尚岩独特の山肌 �, 岩峰が見られ �, 深山幽谷という言葉がふさわし

い風光明美な所であり�, 鉱物採集ならずとも一度は訪れてみたいところである

�2�-�H�y�d�r�o�x�y�l�b�a�s�t�n�a�e�s�i�t�e�-�(�C�e�) の記載

�B�a�s�t�n�a�e�S�1�t�e �E�r�o�u�p は �R�E�E を主とする含 �F あるいは含 �H�2�0 炭酸堪鉱物であり �, 現在までに

第 �1 表に示された鉱物栢が知られている本邦からはとれまで �b�a�s�t�m�e�s�i�t�e�- ー �(�C�e 〉のみの産出で

あり �l
�a�l�i�a�r�1�1�t�e の変質鉱物として三重県苗木鉱

第 �1 表 �B�a�s�t�r�i�a�e�s�i�t�e �g�r�o�u�p �m�i�n�e�r�a�l�s

床 �, 福島県烏 �)�1�l�, 房又 �! 福岡県下真崎
�(
加藤 �1

�1�9�7�2�)�, 京都府大路磯砂鉱床 �( 山出ら �,�1�9�8�0�) か

ら�, また最近 �? 四国足摺岬において見いだされ

た希土類に富む �A タイプ柁商岩中から �f�l�u�o�-

�c�e�r�i�t�e の変質鉱物として報管されている �(今

岡・中島 �1 �1�9�9�1�) 初生的な �b�a�s�t�n�a�e�s�i�t�e�-�(�C�e�)

は磯砂鉱床からの報告があり �, 結品図 �,�X 線回

折値などが報告されている �( 山田ら �,�1�9�8�0�)

�E�a�s�t�r�i�a�e�S�I�t�e�-�(�C�e�) の �O�H 置換である �h�y�d�r�o�x�y�l�b�a�s�t�m�e�S�I�t�e�(�C�e�) は �E�1�r�l�l�l�o�v�(�1�9�6�4�) によっ

て初めて報告されたそれは �a�l�k�a�l�i�c�.�u�l�t�r�a�b�a�s�i�c �r�o�c�k�s 中の �c�a�r�b�o�n�a�t�i�c �v�e�i�n の空隙に腎臓状

集合体をなしており �,�R�E�E は �C�e�>�L�a�>�N�d�>�5�m の関係を持っている.原産地以外の報告例は

見あたらない。

�(�R�E�E�)�(�C�0�2�)�F

�b�a�s�t�n�a�e�s�i�t�e�(�C�e 〕
�b�a�s�t�m�e�S�I�t�e�(�L�a 〕

�b�a�s�t�m�e�S�I�t�e ベ �Y�)

�(�R�E�E�)�(�C�0�3�)�O�H

�h�y�d�r�o�x�y�l�b�a�s�t�m�e�S�I�t�e�-�(�C�e�)

�h�y�d�r�o�x�y�l�b�a�s�t�m�e�S�I�t�e�(�N�d�)

�(�1�) 産状 �, 物理的性質

及び共生鉱物

�H�y�d�r�o�x�y�l�b�a�s�t�n�a�e�s�i�t�e�-�(�C�e 〉

及ぴ各種希元素鉱物を見いだし

たベグマタイトは �l 外帯の �i�l�-

�m�e�I�l�i�t�e�s�e�r�i�e�s に属する大崩山

花尚岩に派生し�, 水晶の品洞を

有するレぷズ状形態をなしてい

たものと考えられる現在は中

央部及び巨品部は掘り取られ詳

細な組織は不明であるが �, 分化

の進んだ典型的なベグマタイト

と推測される希元素鉱物は主

として数 �C�l�n 大のパ←サイトと

石英との境界都 �l 持に長石中に

第 �2 図上祝
�j�|�|
産 �h�y�d�r�o 可 �l�b�a�s�t�m�e�s�i�t�e�-�(�C�e�)

�H�h�y�d�r�o�A�V�l�b�a�s�t�I 羽田 �1�t�e�,�A�:�a�I�U�t�a�s�e

スケールは �1 �m�m
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�C�e (日本電ヂ製JXA-733Jによる定
ce

性分析を行った検出された主要

REEパターンは第3図に示されて

いる通りであり,他にYも検山され

0_0�_7^¦kÔ0K0‰�C�e0	�L�a�,�N�d�,�S�m�,

�L�a �1�1 �1�1 Pr>Yの量比を持っと考えられ,
�L�B�1

�C�e0’N;b�R�0h0Y0‹�b�a�s�t�I�1�2�4�e�s�i�t�e0g

あることが分かった.赤外吸収λベ
�S�m

クトノレ(ttbr法〕においては,3600

�~�3�5�0�0�c�m�-�1�1�6�4�0�c�m�-�:NØ•Ñ0k�H�2�0

の強い吸収が認められ,加水物であ
�L�A�1

ることが判明したただし,EPMA

�l�l_��|�L�a �l�l

の定性分析において弱いながらFも

検出された.以上の実験結果から本�U�t�l�l�L�A�i�|
鉱物はOH JEの一部がFで,また�N�d

Ceの一部が'主なLaなどで置換さ

0Œ0_�h�y�d�r�o�x�y�l�b�a�s�t�n�a�e�s�i�t�e�-�(�C�e�)0h

同定できた!

�3�. おわりに

�H�y�d�r�o�x�y�l�b�a�s�t�m�e�S�1�t�e�-�(�C�e�) は本

邦における最初の報告であり �, 産状

及び鋭錐石と共生している事実など

から �l�a�t�e�r �s�t�a�g�e の水落気圧 �, 炭殴

ガス分�f�E の �1�2 い交代性育長石期に晶

出したものと考えられる

外帯花尚岩体は揮発性成分である

日や�B�e に宮み �, 特に �t�o�u�r�m�a�l�i�n�e の

�8�8�7�0�{�k�e�v�}

鮪 �3 図主要希土類元素の波長分散型 �E�F�M�A による定性分
析パターン �P�E�T�(�P�e�n�t 担可 �t�h�r�i�t�o�1�)�c�r�y�s�t�a�l 使用

�c�e �C�e�r�i�u�m�-�[�A �l�a�n�t�h�a�n�u�m�,�N�d �N�e 。�d�y�m�u�m�,

�&�n �-�s�a�m�a�m�i�r�n�,�F�r �:�p�r�a�s�e 吋�y�m�i�u�m

存在で特徴づけられるしかしながら �, ベ �p�e
マタイトからの希土類鉱物の産出は内帯花尚岩体の

それと比較して恭しく少なく �, 九州においては大崩山岩体 �( 岡本。 �1�9�4�4�) 及び南大隅岩体 �(久野 �,

�1�9�9�0�) からの報告のみであり量的にも少ないまた �, 四国においても必需�f 仰の �A タイプ花尚岩を
除けば �I 希土類鉱物の報告はなく著者らも見いだしていない今国見いだされた希元来鉱物類 �t�t�,

外帯花尚岩ベグマタイトにおける数少ない産出として注目される
�i 今後』本産地の詳細な検討と

共に外帯花尚岩帯ベグマ �9 イトの調査を進めて行〈予定である
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第2表にX線粉末回折{直をrI〈
{,�2ˆh�H�y�d�r�o�x�y�l�b�a�s�t�n�a�e�S�I�t�e�-�(�C�e�)0n�X}Ú|‰g+VÞb˜P$

0W0f0D0‹�,}Pgœ0o�b�a�s�t�n�a�e�S�I�t�e �C�O�I�l�d�1�t�1�0�I�I �C�1�1�k�o�f�l�i�t�e�r �N�L�3�0�k�V�1�0�m�A

groupの回折を表し,そのd値 �S�h�t �l�-�0�2�-�1�3�10��,�1�c�m�/�I�I�l�l�n

0o�J�C�P�D�5�2�9�-�7�4�40n�h�y�d�r�o�x�y�-
上 祝 �1�1�1 0�0d�c�m�M�4

�i�b�a�s�t�n�a�e�s�i�t�e0��C�e0��,SÊ0s�h�y�-
�k�c�a�l�c0��W�f�o�l�d�(NÙ�d�(�o�b�s0� �I�/�I�O �h�h�l

�d�r�o�x�y�l�h�a�s�t�n�a�e�S�I�t�e�-�(�N�d�)�(�M�a�-
�7�n�u�J�V�4Aり0n�d�i�u

�k�s�l�I�n�o�v�i�t �a�n�d �P�a�n�t�6�,�1�9�8�50	0n �4�9�8�3 �4�9�7�7 �2�0 �0�0�2

それと良く一致する精密化き
�3�6�0�4 �3�5�9�9 �1�0�0 �3�5�9 �9�0 �1�1�0

�2�9�1�7 �2�9�1�6 �7�0�1�2�9�2 �1�0�0 �1�1�2
0Œ0_h<[P[šep�I�t�a�=�7�1�9�8�2�f�50	�,

�2�4�8�8 �2�4�8�9 �n�u�J�A{90ï�U�F�O �1�0�b �O�0�4
�C�=�9�9�5�4�(�20��A�,�V�=�4�4�6�6�6�(�1�)

�2�0�7�9 �2�0�7�8 �5�0�2�0�9 �9�0 �3�0�0
�A�30g0B0Š�,�J�C�P�I�)�5 �1�1�3�4�00n �2�0�3�4g,
�b�a�s�t�o�n�a�e�s�i�t�e�(�C�e�)0n�d�r�7�1�2�9�, �2�0�4�7

�2�0�4�7e™
�4�0�1�2�0�5 �8�0 �3�0�1�.�1�1�4

�C�Z�9�1�7�4�A�,0B0‹0D0o�i�tdz\¬u# �1�9�1�8 �1�9�1�8 �3�5 �1�9�2�3 �9�0 �3�0�2

0n�a�z�7�1�1�8�,�c�=�9�7�9�5�A0nP$0ˆ �l�8�0�0 �I�B�O�D �2�0 �1�8�3�5 �4�0 �2�2�0

0Šf�0‰0K0kY'0M0O�,�J�C�P�D�5�2�9 �1�7�6�1 �1�0 �n�i

�7�4�40n�h�y�d�r�o�x�y�l�b�a�s�t�r�i�a�e�S�I�t�e0n
�1�6�9�2 �1�6�9�2 �2�5 �1�.�6�9�8 �7�0 �2�2�2

�1�5�9�5 �1�5�9�5 �1�5 �1�6�0�0 �4�0 �3�0�4
�G�E�7�2�3�,�c�=�9�1�9�8�ASÊ0s�1�1�y�d�I�00û

�1�4�4�6�4e™�* �5 �1�4�6�6 �3�0 �1�1�6
�x�y�l�b�a�s�t�n�a�e�s�i�t�e�(�N�d�)0n�a�z �1�4�5�70­0­0­ �0�6�4�A[˜�1�5 �5�0 �2�2�4
�7�1�9�1�,�c�=�9�9�2�1�A�(�M�a�k�s�l�I�n�o�- �1�.�3�É �1�3�6�3 �5�1�3�6�9 �4�0 �4�1�0
�v�d�a�n�d �P�a�n�t�o�s �1�9�8�5�)0k•Ñ0D �1�3�1�3 �1�3�2�1 �1�5�1�3�1�9 �7�0 �4�0�4

値を持っこのためX線のみで 0­�(�3�0�10	�,e™�(�1�1�4�)

同定するととは難しく!EFMA 林水ブロードなピークのため格子定数の計算には使用せず

地学研究 �4�1�f�2�l�,�1�9�9�2 本邦新産 �h吋 �1�0�x�y�l�l�m�M�n�a�e�S�I�t�e�(�C�e�) �1�5�7

生成していることが多い確認され希元素鉱物は �z�l�I�c�m�,�x�e�m�u�f�f�l�e�,�f�e�r�g�L�1�8�0�r�u�t�e�?�,�a�l�l�a�n�i�t�e�?�,

�g�a�c�1�0�1�1�1�1�1�t�e�,�b�e�r�y�l�,�1�l�m�e�I�l�i�t�e である �H�y�d�r�o�x�y�l�b�a�s�t�I�l�a�e�S�I�t�e�(�C�e�) はこれらの希元素鉱物とや

や産状を異にしており �! 周辺帯 �( メミカル卜帯 �) に近いハサイト巨品帯の空隙から見いだされ

た数 �m�m大の等粒状曹長石や �a�n�a�t�a�s�e の自形結晶と共に �1 �m�m 以下の柱状結晶集合体 �(第 �2

図 �) をなし �?�?�E 隙には柱同及び底面からなる六角短柱状の自形結晶が認められる黄色 �~ 黄褐色 �3

透明であり �, 不規則断 �f�T�I カ
�F

ラス光沢あるいは樹脂光沢を示す

共存希元素鉱物の中では �z�l�r 叩 �Eが最も多〈見られ �, メタミクト化不完全な �5�m�1�1�1 以下 �, 灰緑

色 �~ 黒褐色の錐面の発達した半白形をなす �X�m�o�u�r�n�e の産出は世量であり �z�i�r�c�o�n と区別し難

い �F�e�r�E�1�1�s�o�n�d�e�P は長さ数 �m�mの半白形をなし一点を中心とした菊花状集合体として見いださ

れる �X線粉末回折値は �e�u�x�e�t�l�1�t�e より �f�e�r�g�u�S�O�I�l�1�t�e に近い �3�0�3�A の最強線を示すが �l メタミ

クト化が著 �L 〈プロドであるため正確な同定にはさらに詳細な検討を要する �G�a�d�o�u�n�i�t�e は

�1�c�m 大であり濃緑色菱柱状〔庇面式 �) の半自形をなす �B�e�r�y�l は淡青色のアクアマリンであり
�l

長さ数 �m�m の �6 角柱状結品をなす外帯花開岩体では屋久島に次ぐ産地である �l�i�m�e�n�l�t�e は径数

�c�m 大の蓮い �6 角板状をなし生成しており
�7 各車�2希元素鉱物を包有することが多い
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